






文（double accusative construction）に関する、A 1.4.51 akathitam. ca定式化の必要性をめぐるパー
ニニ文法家の議論を詳細に検討した 1。次の文を見よ。
[1] aja¯m. nayati gra¯mam. devadattah.
（「デーヴァダッタは雌ヤギを村に連れて行く」aja¯m: aja¯「雌ヤギ」acc. sg. f.; nayati: nı¯「連
行する」3rd sg. active present; gra¯mam: gra¯ma「村」acc. sg. m.; devadattah. : devadatta nom. sg.
m.)
[2] aja¯ nı¯yate gra¯mam. devadattena
（「デーヴァダッタによって雌ヤギが村に連れて行かれる」aja¯ nom. sg. f.; nı¯yate 3rd. sg. passive
present; gra¯mam acc. sg. m.; devadattena instr. sg. m.）
[3] paktvaudano bhujyate devadattena = paktva¯ odanah. bhujyate devadattena
（「デーヴァダッタによって米粥が煮られてから食べられる」paktva¯: pac「料理する、煮る」
absolutive; odanah. : odana「米粥」nom. sg. m.; bhujyate: bhuj「食べる、飲食する」3rd sg. passive










[4] is. yate gra¯mo gantum. devadattena = is. yate gra¯mah. gantum devadattena
（「デーヴァダッタによって村が行こうと欲される」is. yate: is.「欲求する」3rd sg. passive present;






[5] paktvaudanam. bhun˙kte devadattah. = paktva¯ odanam bhun˙kte devadattah.
（「デーヴァダッタは米粥を煮てから食べる」odanam: acc. sg. m.; bhun˙kte 3rd sg. active present）
[6] icchati gra¯mam. gantum. devadattah. = icchati gra¯mam gantum devadattah.
（「デーヴァダッタは村に行こうと欲する」gra¯mam acc. sg. m.; icchati 3rd sg. active present）
[5]と [6]においては、〈目的〉である米粥と村を表示する odanaと gra¯maの後に、[3]と [4]に
おいては第一格接辞が生起しているのに対して、第二格接辞が生起している。
ここで問題が起こる。受動文 [3]と [4]においてなぜ odanaと gra¯maの後に第二格接辞が生起し
て以下のような文が派生されないのかという問題である。
[7] *paktvaudanam bhujyate devadattena = paktva¯ odanam bhujyate devadattena（odanam acc. sg.
m.）
[8] *is. yate gra¯mam. gantum. devadattena = is. yate gra¯mam gantum devadattena（gra¯mam acc. sg.
m.）
カーティアーヤナとパタンジャリはこの問題の解決法をそれぞれ A 3.4.26 sva¯dumi n. amulに対
する Va¯rttikaと Bha¯s.yaにおいて提案している。
paktva¯は kr.t接辞 ktva¯で終わる項目（ pac + ktva¯）であり、gantumは kr.t接辞 tumunで終わる
項目（ gam + tumun）である。これらの kr.t接辞は、それで終わる項目が avyaya（「不変化詞」）
と呼ばれるものであり、パーニニ文法家達が avyayakr. t（「不変化詞 kr.t」）と呼ぶものである 2。カー
ティアーヤナは、文中に使用される不変化詞 kr.tは定動詞形の定動詞接辞と指示対象を同じくする
（sama¯na¯dhikaran. a）という新規規定によって問題の解決を図り、これに対してパタンジャリは、不
変化詞 kr.tは ka¯rakaを表示せず、それが添加される動詞語根の意味としての bha¯va（〈行為〉）を表
示するとして、文意は定動詞形が表示する〈行為〉を核とするとする文意論の観点から解決を図




VP 3.7.81: pradha¯netarayor yatra dravyasya kriyayoh. pr.thak /
s´aktir gun. a¯s´raya¯ tatra pradha¯nam anurudhyate //
「［単一の］〈実体〉に、主要なる（pradha¯na）［〈行為〉］とそうでない〈行為〉に対する異な
る能力がある場合、従属要素（gun. a）を拠り所とする能力は主要素（pradha¯na）に従う」
VP 3.7.82: pradha¯navis.aya¯ s´aktih. pratyayena¯bhidhı¯yate /




VP 3.7.83: paca¯v anuktam. yat karma ktva¯nte bha¯va¯bhidha¯yini /









VP 3.7.84: is.es´ ca gamisam. spars´a¯d gra¯me yo lo vidhı¯yate /
tatres.in. aiva nirbhogah. kriyate gamikarman. ah. //




VP 3.7.85: paktva¯ bhujyata ity atra kes.a¯m. cin na vyapeks.ate /
odanam. pacatih. so ’sa¯v anuma¯na¯t pratı¯yate //
「ある者達の見解では、paktva¯ [odanah. ] bhujyate（「［米粥が］煮られてから食べられる」）と
いうこの文においては、料理〈行為〉は米粥を期待しない。その［飲食〈行為〉の〈目的〉で
ある米粥］が推理からこれとして［すなわち、料理〈行為〉の〈目的〉として］理解される」
VP 3.7.86: tatha¯bhinivis´au karma yat tin˙ante ’bhidhı¯yate /





　パーニニは、A 2.3.2 karman. i dvitı¯ya¯ から A 2.3.73 caturthı¯ ca a¯s´is.i a¯yus.yamadrabhadrakus´ala-
sukha¯rthahitaih.までの名詞接辞（vibhakti）導入規則の支配規則・章題規則として以下の規則を定式
化している 3。
A 2.3.1 anabhihite //（「xが他の項目によって表示されていないとき」）











1.4.104 vibhaktis´ ca）、さらに特定の taddhita接辞を指示するものとして（A 5.3.1 pra¯g dis´o vibhaktih.）使用
する。この文脈では、vibhaktiは名詞接辞を指示する。
4Vt. 5 on A 2.3.1: tin˙kr.ttaddhitasama¯saih. parisam. khya¯nam //（「『定動詞接辞・kr.t接辞・taddhita接辞・複合
語（sama¯sa）によって表示されていないとき』という完全枚挙がなされるべきである」）
30 『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センター報告）第 13号
A 3.4.69 lah. karman. i ca bha¯ve ca¯karmakebhyah. //（「l音はそれが表示する〈行為〉が〈目的〉を
有する動詞語根（sakarmaka）の後では〈目的〉と〈行為主体〉を表示し、〈目的〉をもたない
動詞語根（akarmaka）の後では bha¯va（〈行為〉）と〈行為主体〉を表示する」）
動詞語根 pac（「料理する、煮る」）は他動詞であり、それに後続する l接辞（現在時制接辞 lat.）
が〈行為主体〉を表示する場合（能動）と〈目的〉を表示する場合（受動）の二つの文の派生が可
能である。
[10] odana-sup pac-tip (! pac-s´ap-tip) devadatta-sup
[11] odana-sup pac-ta (! pac-yak-te) devadatta-sup5
[10]（能動）においては、l接辞（現在時制接辞 lat.）の代置要素である定動詞接辞 tip（3rd sg.
present parasmaipada）は〈行為主体〉を表示し、[11]（受動）においては、同じく l接辞（現在時
制接辞 lat.）の代置要素である定動詞接辞-te（ ta,6 3rd sg. present a¯tmanepada）は〈目的〉を表示
する 7。
さてここで考慮されるべき名詞接辞選択規則は以下のものである。
A 2.3.2 karman. i dvitı¯ya¯ //（「〈目的〉が表示されるべきとき、もしその〈目的〉が他の項目に
よって表示されていないならば、第二格接辞が起こる」）
A 2.3.18 kartr.karan. ayos tr.tı¯ya¯ //（「〈行為主体〉・〈手段〉が表示されるべきとき、もしそれらが
他の項目によって表示されていないならば、第三格接辞が起こる」）







名詞語基 odanaの後には、A 2.3.2の適用により第二格接辞 amが起こる。こうして以下の文が派
生される。
[12] odana-am pac-a-ti devadatta-su! odanam pacati devadattah.
（「デーヴァダッタは米粥を煮ている」odanam: acc. sg. m.; pacati: 3rd sg. active present;





（現在接辞 lat. A 3.2.123）、定動詞接辞代置規則（A 3.4.78）、parasmaipada群・a¯tmanepada群選択規則（A
1.4.99–100）、人称系列選択規則（A 1.4.108）、数系列選択規則（A 1.4.21–22）、vikaran. a導入規則（s´ap A
3.1.68; yak A 3.1.67）についての詳細は、これまで度々言及したのでここでは省略する。





格接辞 t. a¯が起こる 8。こうして以下の文が派生される。
[13] odana-su pac-ya-te devadatta-t. a¯! odanah. pacyate devadattena
（「米粥がデーヴァダッタによって煮られている」odanah. : nom. sg. m.; pacyate: 3rd sg. passive
present; devadattena: instr. sg. m.）
このように、[3]においては定動詞形 bhujyateの定動詞接辞-teによって動詞語根 bhujが表示す
る飲食〈行為〉に関与する〈目的〉である米粥が〈目的〉として表示されており（abhihita）、[4]
においては、定動詞形 is. yateの-teによって、動詞語根 is. が表示する欲求〈行為〉に関与する〈目
的〉である村が〈目的〉として表示されている。
2 不変化詞 kr.t導入規則
　バルトリハリの当該議論に直接関係する不変化詞 kr.tは ktva¯、tumun、n. amulであり、それらの
導入規則を Ka¯s´ika¯vr.ttiに基づいて概観しておこう。
これらの kr.t接辞は、動詞語根 V1と追使用項目（anuprayoga）V2が共起し、V1と V2が表示
する〈行為〉の〈行為主体〉が同一（sama¯nakartr.ka）であるときに、V1の後に導入される。[3]に
おいては pacが表示する料理〈行為〉と bhujが表示する飲食〈行為〉の〈行為主体〉は同じデー
ヴァダッタである。一方、[4]においては is. が表示する欲求〈行為〉と gamが表示する進行〈行
為〉の〈行為主体〉は同じデーヴァダッタである。
2.1 ktva¯
　 kr.t接辞 ktva¯の導入規則は A 3.4.21 sama¯nakartr.kayoh. pu¯rvaka¯leである。Ka¯s´ika¯vr.ttiの説明は以
下のとおりである。
KV on A 3.4.21: sama¯nah. karta¯ yayor dha¯tvarthayos tatra pu¯rvaka¯le dha¯tvarthe vartama¯na¯d dha¯toh.
ktva¯ pratyayo bhavati / s´aktis´aktimator bhedasya¯vivaks.itatva¯t sama¯nakartr.kata¯ / bhuktva¯ vrajati /
pı¯tva¯ vrajati / dvivacanam atantram / sna¯tva¯ pı¯tva¯ bhuktva¯ dattva¯ vrajati / sama¯nakartr.kayor iti kim /
bhuktavati bra¯hman. e gacchati devadattah. / pu¯rvaka¯le iti kim / vrajati ca jalpati ca // a¯syam. vya¯da¯ya



















sna¯tva¯ pı¯tva¯ bhuktva¯ dattva¯ vrajati（「彼は、沐浴して、飲んで、食べて、布施してから行く」)
sama¯nakartr. kayoh.（「〈行為主体〉を同じくする二つの〈行為〉のうち」）言及の目的
［反例］




vrajati ca jalpati ca（「彼は行きそして同時につぶやく」）
a¯syam. vya¯da¯ya svapiti（「彼は口を開けて眠る」）




　 [4]に関する kr.t接辞 tumun導入規則は、A 3.3.158 sama¯nakartr.kes.u tumunである。Ka¯s´ika¯vr.ttiは
次のように説明する。
KV on A 3.3.158: iccha¯rthes.u dha¯tus.u sama¯nakartr.kes.u¯papades.u dha¯tos tumun pratyayo bhavati /
tumunprakr.tyapeks.am eva sama¯nakartr.katvam / icchati bhoktum / ka¯mayate bhoktum / vas.t.i bhok-
tum / va¯ñchati bhoktum / sama¯nakartr.kes.v iti kim / devadattam. bhuñja¯nam icchati yajñadattah. / iha







10A 2.3.37 yasya ca bha¯vena bha¯valaks.an. amが念頭にある。この規則は、〈行為主体〉xの〈行為〉が〈行
為主体〉yの〈行為〉を特徴付けるとき、〈行為主体〉xを表示する項目の後に第七格接辞が起こることを規
定し、〈行為主体〉間の差異が適用の条件である。
11vi-a¯-da¯-ya; sam-mı¯l-ya: ktva¯! lyap: A 7.1.37 sama¯se ’nañpu¯rve ktvo lyap // sam-mı¯lyaは gatiと呼ばれる
samと mı¯l-tva¯の tatpurus.a複合語の一種 gatisama¯saである。gatisama¯saにおいては ktva¯は lyapによって代
置される。















　 kr.t接辞 n. amulの導入を規定する規則はA 3.4.26 sva¯dumi n. amulである。なお、パタンジャリが
挙げる例文は以下の文である。
[14] sva¯dun˙ka¯ram. yava¯gu¯r bhujyate devadattena = sva¯dum-kr. -n. amul yava¯gu¯h. bhujyate devadattena
（「粥（yava¯gu¯）がデーヴァダッタによって甘くされて食べられる」yava¯gu¯h. : nom. sg. f.）
Ka¯s´ika¯vr.ttiは本規則を以下のように注釈している。
KV on A 3.4.26: (A) sama¯nakartr.kayoh. pu¯rvaka¯le, kr.ñañ iti ca¯nuvartate / sva¯dumi ity arthagraha-
n. am / sva¯dvarthes.u¯papades.u kr.ño n. amul pratyayo bhavati / sva¯dun˙ka¯ram. bhun˙kte / sam. pannan˙ka¯ram.
bhun˙kte / lavan. an˙ka¯ram / sva¯dumı¯ti maka¯ra¯ntanipa¯tanam ı¯ka¯ra¯bha¯va¯rtham, cvyantasya¯pi maka¯ra¯-
rtham. dı¯rgha¯bha¯va¯rtham. ca / asva¯dvı¯m. sva¯dvı¯m. kr.tva¯ bhun˙kte sva¯dun˙ka¯ram. bhun˙kte / va¯saru¯pen. a
ktva¯pi bhavati, sva¯dum. kr.tva¯ bhun˙kte /
(B) tumartha¯dhika¯ra¯c ca sarva ete bha¯ve pratyaya¯h. / yady evam sva¯dun˙ka¯ram. bhun˙kte devadatta
iti n. amula¯ kartur anabhihitatva¯t kartari kasma¯t tr.tı¯ya¯ na bhavati / bhujipratyayena¯bhihitah. karta¯, na
ca¯smin prakaran. e s´aktis´aktimator bhedo vivaks.yate, sama¯nakartr.katvam. hi virudhyate / pradha¯na-
s´aktyabhidha¯ne va¯ gun. as´aktir abhihitavat praka¯s´ate //
「(A)［本規則にA 3.4.21 sama¯nakartr.kayoh. pu¯rvaka¯leから］sama¯nakartr. kayoh. pu¯rvaka¯leが継
起し、さらに［A 3.4.25 karman.y a¯kros´e kr.ñah. khamuñから］kr. ñah.が継起する。
13bhuñja¯na ( bhu-s´nam-j-s´a¯nac)の現在分詞 a¯tmanepada接辞 s´a¯nacは、第一格接辞以外の名詞接辞で終
わる項目―当該事例では第二格接辞で終わる項目である devadattam―と現在接辞 lat. が同一対象指示の関係
にあるとき、現在接辞 lat. に代置される（A 3.2.124 lat.ah. s´atr.s´a¯naca¯v aprathama¯sama¯na¯dhikaran. e）。当該事例
では lat. は〈行為主体〉を表示する。欲求〈行為〉の〈行為主体〉はヤジュニャダッタ、飲食〈行為〉の〈行
為主体〉はデーヴァダッタである。
14icchan（「欲しているので」）は動詞語根 is. の後に導入された現在接辞 lat. に現在分詞 parasmaipada接
辞 s´atr. が代置された項目である（A 3.2.126 laks.an. ahetvoh. kriya¯ya¯h.）。karotiの動詞語根 kr. にとって動詞語










gun. avacana¯tによる］女性接辞 n˙ı¯s. が起こらないようにするためであり 16、［A 5.4.50 kr.bhvastiyoge
sampadyakartari cvih. により sva¯duが］接辞 cviで終わる場合も、それが m音を取ることがで
きるようにするためであり、［A 7.4.26 cvau caによる sva¯duの u音に対する］長音代置が起こ
らないようにするためである 17。
［n. amulが導入されない場合］




A 3.1.94 va¯sa¯ru¯po ’striya¯mにより、同形でない接辞 ktva¯も［任意に］起こる 18。
［例］
sva¯dum. kr. tva¯ bhun˙kte（「彼は甘くして食べる」sva¯dum sva¯du-cvi-m）19




る n. amulも bha¯va（〈行為〉）を表示する。］20





15A 2.2.19 upapadam atin˙による upapada複合語を形成する。
16A 4.1.44は、属性保持者表示項目（gun. avacana）である、u音で終わる名詞語基の後に、女性形で女性
接辞 n˙ı¯s. が任意に起こることを規定する。例えば pat.vı¯/pat.uh.（「鋭敏な女」）である。
17Vts. 1–2 on A 3.4.26.
18A 3.1.94は、A 3.3.94 striya¯m. ktinで始まる女性形を派生する kr.t接辞導入規則が規定する接辞以外の、
例外規則が導入を規定する接辞は、同形でないならば、その一般規則が導入を規定する接辞の阻止が任意
であることを規定する。A 3.4.26は A 3.4.21に対して例外規則であり、n. amulによる同形でない ktva¯の阻
止は任意である。よって、ktva¯も起こる。
19taddhita接辞 cviで終わる項目は、A 1.1.38 taddhitas´ ca¯sarvavibhaktih. により avyayaと呼ばれる。







Ka¯s´ika¯vr.tti (B)は、sva¯dun˙ka¯ram. bhun˙kte devadattah.に関して、n. amul接辞による〈行為主体〉の
非表示を前提とした devadattaの後への第三格接辞導入の可能性を議論している。この議論は、A
3.4.26に対する Bha¯s.yaの議論を踏まえたものである。〈行為主体〉である実体（dravya）としての






3 MBh on A 3.4.26
　カーティアーヤナは、A 3.4.26に対して以下の va¯rttikaを述べている。




3.1 MBh on A 3.4.26 (1)
　パタンジャリは先ずもってA 3.4.26が導入を規定する n. amulで終わる項目が使用される [14]を
取り上げる。
(1) MBh on vt. 3 to A 3.4.26 (II.174.10–15): [A] a¯ ca tumunah. pratyaya¯h. sama¯na¯dhikaran. e vakta-
vya¯h. / kena / anuprayogen. a / kim prayojanam / sva¯dun˙ka¯ram yava¯gu¯r bhujyate devadatteneti deva-
datte tr.tı¯ya¯ yatha¯ sya¯t / kim ca ka¯ran. am na sya¯t / n. amula¯bhihitah. karteti /
[B] nanu ca bhujipratyayena¯nabhihitah. karteti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati tr.tı¯ya¯ /
[C] yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayah. vidhih.






21ka¯rakaの項目 xによる表示と項目 yによる非表示の論理については、MBh on A 3.4.26 (1) [C]（本論 3.1）
を見よ。
36 『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センター報告）第 13号
［答］sva¯dun˙ka¯ram yava¯gu¯r bhujyate devadattena（「粥がデーヴァダッタによって甘くされて
食べられる」）において、devadattaに関して第三格接辞が起こるようにである。
［問］どうして起こらないことがあろう。











議論 [A]によれば、[14]においては、A 3.4.67 kartari kr.tによって sva¯dun˙karamの kr.t接辞 n. amul
は〈行為主体〉を表示する。bhujyateの-teは動詞語根 bhujが表示する飲食〈行為〉に対する〈目的〉
を表示するから、飲食〈行為〉に対する〈行為主体〉は、この-teによっては未表示（anabhidha¯na）
である。一方、動詞語根 kr. が表示する実現〈行為〉に対する〈行為主体〉は、n. amulによって既
表示（abhidha¯na）である。この n. amulに依拠した場合、〈行為主体〉であるデーヴァダッタを表








タを表示する devadattaの後に A 2.3.18の適用によって第三格接辞を導入することができる。
議論 [C]は、この理屈では [14]において yava¯gu¯の後に第二格接辞が結果することを指摘する。
飲食〈行為〉に対する〈目的〉は bhujyateの-teによっては既表示であり、実現〈行為〉に対する




23A 2.3.1 anabhihiteの an-abhihitaにおける否定辞（an- nañ: A 6.3.73, 6.3.74）は、prasajyapratis.edha
（想定否定）と paryuda¯sa（排除）の二様に解釈可能である。カーティアーヤナは、prasajyapratis.edha解釈
に立って以下の va¯rttikaを述べている。Vt. 7 on A 2.3.1: dvayoh. kriyayoh. ka¯rake ’nyataren. a¯bhihite vibhakty-
abha¯vaprasan˙gah. //（「二つの〈行為〉に対するひとつの ka¯rakaが二項目のうちのいずれかの項目によって表
示されているとき、名詞接辞（vibhakti）は生起しないということが帰謬する」）一方、彼は paryuda¯sa解釈
に依拠して以下の va¯rttikaを述べている。Vt. 8 on A 2.3.1: na va¯nyataren. a¯nabhidha¯na¯t //（「否、むしろこの
ような誤謬は起こらない。なぜなら、二項目のうちのいずれかによっては表示されないから」）ここでは、
この paryuda¯sa解釈に基づいて議論が展開されている。ある ka¯rakaの項目 xによる表示と項目 yによる非
表示があるとき、paryuda¯sa解釈では、項目 xによる表示が排除されて、項目 yによる非表示が定立される。
したがって、A 2.3.1は「項目 xによって表示されていても項目 yによって表示されていないとき」という
意味となる。
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3.2 MBh on A 3.4.26 (2)
　パタンジャリは、[15]は n. amulを〈行為主体〉ではなく〈目的〉を表示すると解することによって
回避されるとする見解を提示する。議論の対象文は、[14]と意味的に等価なそれの能動文である。
[16] sva¯dun˙ka¯ram. yava¯gu¯m bhun˙kte devadattah. = sva¯dum-kr. -n. amul yava¯gu¯-am bhu-s´nam-j-te deva-
datta-su
（「デーヴァダッタは粥を甘くして食べる」yava¯gu¯m: acc. sg. f.）
(2) MBh on A 3.4.26 (II.174.15–20): [A] yadi punar ayam. karman. i vijña¯yeta / naivam. s´akyam / iha
hi sva¯dun˙ka¯ram. yava¯gu¯m bhun˙kte devadatta iti yava¯gva¯m. dvitı¯ya¯ na sya¯t / kim. ka¯ran. am. na sya¯t /
n. amula¯bhihitam. karmeti /
[B] nanu ca bhujipratyayena¯nabhihitam. karmeti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati dvitı¯ya¯ /
[C] yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir



















する〈行為主体〉は n. amulによっては未表示である。よって以下のように devadattaの後に第三格
接辞の生起が結果する。
24カーティアーヤナの新規提案は、A 2.3.1 anabhihiteの prasajyapratis.edha解釈に立脚していることが示
唆される。
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[17] *sva¯dun˙ka¯ram. yava¯gu¯m bhun˙kte devadattena
しかしこの場合も、新規規定により n. amulは bhun˙kteの-teが指示する〈行為主体〉であるデー
ヴァダッタを指示するとすれば、この誤謬は回避される。bhun˙kteの-teによってデーヴァダッタ
は既表示である。
3.3 MBh on A 3.4.26 (3)
　次にパタンジャリはバルトリハリが検討する [3]を取り上げ、ktva¯接辞で終わる項目が使用され
る文に関する新規規定の有用性を主張する。
(3) MBh on A 3.4.26 (II.174.21–25): (A) atha¯nena ktva¯ya¯m arthah. / paktvaudano bhujyate deva-
datteneti / ba¯d. ham arthah. / devadatte tr.tı¯ya¯ yatha¯ sya¯t / kim. ca ka¯ran. am. na sya¯t / ktvaya¯abhihitah.
karteti / (B) nanu ca bhujipratyayena¯nabhihitah. karteti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati tr.tı¯ya¯ /
(C) yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir






















3.4 MBh on A 3.4.26 (4)
　上記 (3)に続く Bha¯s.yaは、[3]と意味的に等価なそれの能動文 [5]に関する新規規定の有用性を
指摘する。[7]が帰結することを回避するために ktva¯は〈目的〉を表示することが提案される。
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(4) MBh on A 3.4.26 (174.25–175.4): (A) yadi punar ayam. karman. i vijña¯yeta / naivam. s´akyam / iha
hi paktvaudanam. bhun˙kte devadatta ity odane dvitı¯ya¯ na sya¯t / kim. ka¯ran. am. na sya¯t / ktvaya¯bhihitam
karmeti / (B) nanu ca bhujipratyayena¯nabhihitam. karmeti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati
dvitı¯ya¯ / (C) yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo
























3.5 MBh on (5)–(6)
パタンジャリは、続けて以下のA 3.3.10 tumunn.vulau kriya¯yam. kriya¯rtha¯ya¯mが導入を規定する tumun
接辞で終わる項目が使用される文に関する新規規定の有用性を問題とする。
[19] bhoktum odanah. pacyate devadattena（「食べるために米粥がデーヴァダッタによって煮ら
れる」）
[20] bhoktum odanam. pacati devadattah. （「食べるために米粥をデーヴァダッタは煮る」）
議論の方向は ktva¯の場合とまったく同じである。
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(5) MBh on A 3.4.26 (II.175.5–9): (A) atha¯nena tumuni arthah. / bhoktum odanah. pacyate deva-
datteneti / ba¯d. ham arthah. / devadatte tr.tı¯ya¯ yatha¯ sya¯t / kim. ca ka¯ran. am. na sya¯t / tumuna¯bhihitah.
karteti / (B) nanu ca pacipratyayena¯nabhihitah. karteti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati tr.tı¯ya¯
/ (C) yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯anabhihita¯s´rayo vidhir
bhavis.yati tr.tı¯yaudane dvitı¯ya¯ pra¯pnoti / kim. ka¯ran. am / tumuna¯nabhihitam. karmeti /
















[21] *bhoktum odanam. bhujyate devadattena
前提は、tumunによる〈行為主体〉の表示である。
(6) MBh on A 3.4.26 (II.175.9–14): (A) yadi punar ayam karman. i vijña¯yeta / naivam. s´akyam /
iha hi bhoktum odanam. pacati devadatta iti odane dvitı¯ya¯ na sya¯t / kim. ka¯ran. am / tumuna¯bhihitam
karmeti / (B) nanu ca pacipratyayena¯nabhihitam. karmeti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati dvitı¯ya¯ /
(C) yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir






















*bhoktum odanam. pacati devadattena
前提は、(5)と違って tumunによる〈目的〉の表示である。






(7) MBh on A 3.4.26 (II.175.15–19): (A) atha¯neneha¯rthah. paktvaudanam. gra¯mo gamyate devadat-
teneti / ba¯d. ham arthah. / devadatte tr.tı¯ya¯ yatha¯ sya¯t / kim. ca ka¯ran. am. na sya¯t / ktvaya¯bhihitah. karteti /
(B) nanu ca gamipratyayena¯nabhihitah. karteti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir bhavis.yati tr.tı¯ya¯ /
(C) yadi saty abhidha¯ne ca¯nabhidha¯ne ca kutas´cid anabhidha¯nam iti kr.tva¯nabhihita¯s´rayo vidhir














る場合にも新規規定が有用であるかどうかを示すために提示されていると説明している。Pradı¯pa on MBh to A
3.4.32 (III.384): atha¯neneti / a¯ ca tumuna ity anena vacanenety arthah. / anekaprayojanatvam asya vacanasya pras´-
















議論 [B]は、devadattaの後への第三格接辞の導入の根拠を ktva¯ではなく gamyateの-teによる
〈行為主体〉の未表示に求める。議論 [B]の論理は、「ka¯rakaの xによる表示と yによる非表示があ
るとき、yによる非表示に依拠して、その ka¯rakaを表示するために ka¯raka接辞が起こる」という




















ない場合、そもそも新規規定は適用されない。Uddyota on MBh to A 3.4.32 (III.383–384): bhinnadha¯tvartheti /
pa¯ke odanah. , gamane gra¯ma ity arthah. / asya vacanasya prayojanam. dars´ayitum ity anvayah. / bha¯s.ye sa iha dos.o na
ja¯yata iti / nanv anabhihita¯s´raya¯ tr.tı¯ya¯ siddha¯, dvitı¯ya¯pra¯ptiru¯po dos.as´ ca na, tat kim atra prayojanam iti prayojanam.
dars´ayitum upanya¯sa iti kaiyat.a¯san˙gatir iti cet, atra vadanti—dars´ayitum iti kaiyat.asya vica¯rayitum ity arthah. / sa
dos.a iha na ja¯yate tasma¯n na¯rtha etaduda¯haran. avis.aye iti bha¯s.ya¯rthah. / yadi pravarteta tadaitatprayoga¯bha¯varu¯pam
anis.t.añ ca sya¯t / tasma¯t sama¯nas´abda ekaparya¯ya iti ta¯tparyam /
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(8) MBh on A 3.4.26 (II.174.20–22): tat tarhi vaktavyam a¯ ca tumunah. sama¯na¯dhikaran. a iti / na
vaktavyam / avyayakr.tah. bha¯ve bhavantı¯ti bha¯ve bhavis.yanti / kim. vaktavyam etat / na hi / katham
















が当該 VP 3.7.81–86の詩節で明らかにするものである 28。
4 avyayakr.t
　以下の規則によって、不変化詞 kr.tである ktva¯や tumunで終わる項目は avyayaと呼ばれる。
A 1.1.39 kr.n mejantah. //（「m音で終わる kr.t接辞、ec（e, o, ai, au音）で終わる kr.t接辞、それ
らの kr.t接辞で終わる項目は、avyayaと呼ばれる」）
A 1.1.40 ktva¯tosunkasunah. //（「接辞 ktva¯、tosun、kasunで終わる項目は、avyayaと呼ばれる」）
そして不変化詞 kr.tが bha¯va（〈行為〉）を表示することは、以下の Bha¯s.yaにおいて確立される。
28カイヤタは、バルトリハリが提示する論理に基づいて当該Bha¯s.yaを以下のように説明している。Pradı¯pa on
MBh to A 3.4.26 (III.384–385): avyayakr.ta iti / yady evam. paktvaudanam. bhun˙kte devadattah. paktvaudano bhu-
jyate devadatteneti ktva¯pratyayena kartr.karman.or anabhidha¯na¯t pa¯ka¯peks.aya¯ tr.tı¯ya¯dvitı¯ye kasma¯n na bhavatah. /
ucyate / a¯khya¯ta¯dipadava¯cya¯ kriya¯ vis´es.yatva¯t pradha¯nam / vis´es.an. abhu¯ta¯ tv apradha¯nam / tatkriya¯sa¯dhanyor api
s´aktyos taddva¯rako gun. apradha¯nabha¯vah. / tatra pradha¯nas´aktyabhidha¯ne gun. akriya¯s´aktir abhihitavat praka¯s´ate /
pradha¯na¯nurodha¯d gun. a¯na¯m. tanmukhapreks.itva¯t pr.thaktva¯d viruddhasvaka¯rya¯rambha¯bha¯va¯t //（「avyayakr. tah.（「不










MBh on A 3.4.9 (II.171.9–17): tumartha ity ucyate kas tumarthah. / karta¯ / yady evam. na¯rthas
tumarthagrahan. ena / yenaiva khalv api hetuna¯ kartari tumun bhavati tenaiva hetuna¯ saya¯dayo ’pi
bhavis.yanti / evam. tarhi siddhe sati yat tumarthagrahan. am. karoti taj jña¯payaty a¯ca¯ryo ’sty anyah.
kartus tumuno ’rtha iti / kah. punar asau / bha¯vah. / kuto nu khalv etad bha¯ve tumun bhavis.yati na
punah. karma¯dis.u ka¯rakes.v iti / jña¯paka¯d ayam. kartur apakr.s.yate / na ca¯nyasiminn artha a¯dis´yate
’anirdis.t.a¯rtha¯s´ ca pratyaya¯h. sva¯rthe bhavantı¯ti sva¯rthe bhavis.yati / tadyatha¯—guptijkidbhyah. san
ya¯va¯dibhyah. kan iti / so ’sau sva¯rthe bhavan bha¯ve bhavis.yati // kim etasya jña¯pane prayojanam /
avyayakr.to bha¯ve bhavantı¯ty etan na vaktavyam. bhavati //
「［問］［当該規則A 3.4.9 tumarthe sesenase’asenksekasenadhyaiadhyainkadhyaikadhyains´adhyai-
s´adhyaintavaitaven˙tavenah. においては］tumartheと述べられている 29。tum(un)の意味は何か。
























29A 3.4.9は、ヴェーダの領域で以下の kr.t接辞が tumunの意味を表示するために起こることを規定する。
se sen ase asen kse kasen adhyai adhyain kadhyai kadhyain s´adhyai s´adhyain tavai taven˙ taven
30PIS´ 121: anirdis.t.a¯rta¯h. pratyaya¯h. sva¯rthe //ナーゲーシャによれば、それの意味が基体（prakr.ti）によって
理解せしめられるもの（pratya¯yyate）もまた「接辞」（pratyaya）であり、「自己の意味」（sva¯rtha）とは自己
の基体の意味（svı¯yaprakr.tyartha）である。Na¯ges´a on PIS´ 121: yasya¯rthah. prakr.tya¯ pratya¯yyate so ’pi pratyaya
ity asya¯py an˙gı¯ka¯ra¯t tasya pratyayatvam iti na dos.ah. / sva¯rtha ityasya svı¯yaprakr.tyartha ity arthah. /
31A 3.1.5は、動詞語根 gup、tij、kitの後に接辞 sanが起こることを規定する。jugupsate（「彼は非難する」
gup-san―動詞語根 gupには「守護」ではなく「非難」の意味が想定される）また A 5.4.29は、ya¯va群の項
























































　VP 3.7.83には d句に関して Rauが与える読みと Iyerの与える読みが異なるという問題がある。
Rau: paca¯v anuktam. yat karma ktva¯nte bha¯va¯bhidha¯yini /
bhujau s´aktyantare ’py ukte tat taddharma praka¯s´ate //
Iyer: paca¯v anuktam. yat karma ktva¯nte bha¯va¯bhidha¯yini /
bhujau s´aktyantare ’py ukte tat taddharmah. praka¯s´ate //
まずもって、a句の karmaは属性主要表示（bha¯vapradha¯nanirdes´a）であり、karmatva（〈目的〉
性）という属性（bha¯va）を表示する。それが指示するのは〈目的〉能力である。Rauは、taddharma
を tadと dharmanの bahuvrı¯hiと解する。この場合、「それ（tat）すなわち〈目的〉は、それのもつ

































ジャリは、A 3.1.7 dha¯toh. karman. ah. sama¯nakartr.ka¯d iccha¯ya¯m. va¯に対するBha¯s.yaにおいて次のよう
に述べている。
MBh on A 3.1.7 (II.15.8–11): atheha gra¯mam. gantum icchatı¯ti kasya kim. karma / is.er ubhe karman. ı¯ /
yady evam. gra¯mam. gantum icchati gra¯ma¯ya gantum icchatı¯ti gatyarthakarman. i dvitı¯ya¯caturthau
na pra¯pnutah. / evam. tarhi gamer gra¯mah. karmes.er gamih. karma / evam api is.yate gra¯mo gantum
iti parasa¯dhana utpadyama¯nena lena gra¯masya¯bhidha¯nam. na pra¯pnoti / evam. tarhi gamer gra¯mah.
karmes.er ubhe karman. ı¯ //

















［反論］このようであるとしても、is. yate gra¯mo gantum（「村が行こうと欲される」）において、

















2. [4]における is. yateの-teによっては、村に限定された進行〈行為〉が〈目的〉として表示さ
れる。この場合、この定動詞接辞によって、村もまた動詞語根 is. が表示する欲求〈行為〉に
対する〈目的〉として表示される。
3. 村が定動詞形である is. yateの動詞語根 is. が表示する主要〈行為〉である欲求〈行為〉に対す
る〈目的〉として is. yateの-teによって表示されるとき、その村は、gantumの動詞語根 gam
が表示する従属〈行為〉である進行〈行為〉に対する〈目的〉としてすでに表示されている
かのように顕現する。
ちなみに、tumunで終わる gantumはすでに述べたように A 1.1.39により avyayaと呼ばれるか




Pradı¯pa on MBh to A 3.1.8 (III.44): is.yate gra¯mo gantum ity atra gamanasya gra¯ma¯rthatva¯d
apra¯dha¯nya¯d bhinnakaks.ayoh. karman.or ekena s´abdena¯bhidha¯na¯sambhava¯t pradha¯ne ka¯ryasam. pra-




pradha¯nakriya¯s´aktyabhidha¯ne gun. akriya¯s´akter abhihitavaccaka¯sana¯d gamikriya¯peks.e dvitı¯ya¯caturtyau
na bhavatah. /
















































Padamañjarı¯ on KV to A 3.4.26: vayam. tu bru¯mah. / sakr.t s´rutasya yugapad ubha¯bhya¯m. sam-






Uddyota on MBh to A 3.4.26 (III.385): yat tu haradattena vayam. tu bru¯mah.—sakr.cchrutasya yu-
gapad ubha¯bhya¯m. sambandha¯bha¯va¯d ekenaiva pradha¯nena s´a¯bdo ’nvayah. , itaren. a tu sannidha¯na¯d
a¯rtha iti gun. aniru¯pita¯ s´aktis tatra na¯sty evety uktam. , tan na, gra¯ma¯ya gantum icchatı¯ti sansu¯trastha-
bha¯s.yaprayogavirodha¯patteh. , gra¯masya gatikarmatva¯bha¯vena caturthyapra¯pteh. /
mama tu s´a¯bda¯nvaya¯bha¯ve ’pi tanniru¯pitakarmatvasya sattvena paratva¯d gatyarthakarman. ı¯ty asya

















41MBh on A 3.1.7（本論 5.4）を見よ。
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による gra¯ma¯yaの後への第四格接辞導入が不可能となり 42、gra¯ma¯ya gatva¯ draks. yatiにおいては、
村に動詞語根 dr. s´が表示する見る〈行為〉に対する〈目的〉能力のみを認め、進行〈行為〉に対す






[23] bhuktva¯ nagaro ’bhinivis´yate（「彼は食べてから町に入る」）
この文において、町（nagara）には先行規則A 1.4.45 a¯dha¯ro ’dhikaran. amによって〈基体〉（adhikaran. a）

























（A 1.4.2 vipratis.edhe param. ka¯ryam）に基づいて A 2.3.12が優先適用される。よって、村を表示する gra¯ma
の後には第四格接辞が導入可能となる。gra¯ma¯ya gatva¯ draks. yatiの場合も同様である。この場合の村には見
る〈行為〉に対する〈目的〉能力と進行〈行為〉に対する〈目的〉能力が想定される。A 1.4.2については小
川 [2015:51–53]を見よ。











































[VP 3.7.81.0] gatam etat / idam ida¯nı¯m. cintyate / iha karmadvayayoge pra¯dha¯nyam a¯rtham a¯s´ritya
pradha¯ne la¯dir uktah. / dvitı¯ya¯ tu pra¯tipadikadvaya¯d45apy utpadyata iti tatra gun. apradha¯nabhu¯takriya¯dvaya-










VP 3.7.81: pradha¯netarayor yatra dravyasya kriyayoh. pr.thak /
s´aktir gun. a¯s´raya¯ tatra pradha¯nam anurudhyate //
「［単一の］〈実体〉に、主要なる（pradha¯na）［〈行為〉］とそうでない〈行為〉に対する異な
る能力がある場合、従属要素（gun. a）を拠り所とする能力は主要素（pradha¯na）に従う」47
[VP 3.7.81.1] iha¯rtha¯na¯m ekava¯kyopa¯tta¯na¯m. samanvayo bhavati / tatra dvayoh. pradha¯nayoh. samatva¯n
mitho ’n˙ga¯n˙gibha¯vo nopapadyate, na¯pi dvayor gun. ayoh. gun. a¯na¯m. ca para¯rthatva¯d asam. bandhah. samatva¯t












47Iyer 1971:198: “When one and the same thing has the power (of being the object) in regard to two actions,
the main one and the secondary one, the power in regard to the secondary action follows that in regard to the main
one."
48MS 3.1.22: gun. a¯na¯m. ca para¯rthatva¯d asam. bandhah. samatva¯t sya¯t //
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[VP 3.7.82.0] tatra pradha¯nanuya¯yitva¯d49 gun. a¯na¯m. pradha¯nakriya¯vis.ayakarmas´aktyabhidha¯ne50







VP3.7.82: pradha¯navis.aya¯ s´aktih. pratyayena¯bhidhı¯yate /




[VP 3.7.82.1] pradha¯nakriya¯va¯cino dha¯tor utpannena pratyayena la¯dina¯ yada¯ pradha¯nakriya¯vis.aya¯







[VP 3.7.83.0] atroda¯haran. am a¯ha /
［バルトリハリは］このことに対する例を挙げる。
VP3.7.83: paca¯v anuktam. yat karma ktva¯nte bha¯va¯bhidha¯yini /








50Raghuna¯thaに従う。Iyer: gun. a¯na¯m apradha¯nakriya¯vis. ayakarmas´aktyabhidha¯ne.
51Iyer 1971:198: “Where the power (of being the object) relating to the main action is expressed by the verbal
suffix, then the one relating to the secondary action, though not expressed, is understood."
52Rau: taddharma.ヘーラーラージャが当該箇所を taddharmah.と読んでいることは、彼の注釈より明らか
である。VP 3.7.83.10を見よ。
53Iyer 1971:198: “Where the root ‘to cook’ (pac) takes the suffix ktva¯ in the sense of pure action, the power of
being object in regard to it which is not expressed is in the same position as the other one in regard to the root ‘to
eat’ (bhuj) which is actually expressed."
Rauの読みに従えば以下のように解釈される。「bha¯va（〈行為〉）を表示する ktva¯で終わる項目［paktva¯
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[VP 3.7.83.1] paktvaudano bhujyate ity uda¯haran. am /
paktvaudano bhujyate（「［彼によって］米粥が煮られてから食べられる」）が例文である。
[VP 3.7.83.2] atra ktva¯pratyayasya tumarthagrahan. a¯nuvr.ttya¯ bha¯s.yaka¯ramatena bha¯ve vidha¯nam /
この事例においては、接辞 ktva¯は、［規則A 3.4.9 tumarthe sesenase’asenksekasenadhyaiadhyain-
kadhyaikadhyains´adhyais´adhyaintavaitaven˙tavenah. から規則A 3.4.21 sama¯nakartr.kayoh. pu¯rvaka¯leに］
tumarthaという語が継起することに基づき、Bha¯s.yaの作者の見解では、bha¯va（〈行為〉）を表示す
るために導入される 54。
[VP 3.7.83.3] va¯rttikaka¯ro hi a¯ ca tumunah. sama¯na¯dhikaran. e iti papa¯t.ha / yatha¯vaka¯s´am. s´akadhr.s.a
itya¯disu¯travidhı¯yama¯na¯d a¯ tumunpratyaya¯d anuprayogadha¯tuna¯ sama¯na¯bhidheya¯ n. amula¯dayah. pratyaya¯
vaktavya¯ iti va¯rttika¯rthah. /
実に、Va¯rttikaの作者は以下のような言明をなした。
「A 3.4.65 s´akadhr.s.ajña¯gla¯ghat.arabhalabhakramasaha¯rha¯styarthes.u tumunまでの規則で導入が規
定されている接辞は、追使用（anuprayoga）される項目と指示対象を同じくする場合に導入され
る、という規定が定式化されるべきである」（vt. 3 on A 3.4.26: a¯ ca tumunah. sama¯na¯dhikaran. e //）
適用機会に応じてA 3.4.65等の規則において導入が規定されている tumun接辞までの、n. amulを初
めとする接辞は、追使用される動詞語根［に後続する定動詞接辞］と同一の表示対象（sama¯na¯bhidheya）
を有すると言われるべきである。これが当該 va¯rttikaの意味するところである。
[VP 3.7.83.4] tena sva¯dum. ka¯ram. bhujyate yava¯gu¯r devadattena iti n. amula¯ karma¯bhidha¯na¯d yava¯gu¯s´abda¯d
dvitı¯ya¯ na bhavati / devadattas´abda¯c ca tr.tı¯ya¯ bhavati / anyatha¯ kr.ttva¯t kartari n. amulutpattau devadatta-
s´abda¯t tr.tı¯ya¯ na sya¯t /













[VP 3.7.83.5] anenaiva nya¯yena paktvaudano bhujyate ity atra¯pi ktva¯pratyayo bhujyate ity anuprayo-






[VP 3.7.83.6] bha¯s.yaka¯ras tu paktvaudanam. gamyate gra¯mah. ity atra¯nena nya¯yena dvitı¯ya¯ na sya¯d iti





[VP 3.7.83.7] tumarthagrahan. a¯nuvr.ttya¯ n. amula¯dı¯na¯m. bha¯ve vidha¯nam. manyate /
彼［Bha¯s.yaの作者］は、［A 3.4.9における］tumarthaという語の継起によって、n. amul等は bha¯va
（〈行為〉）を表示するために導入されると考える。
[VP 3.7.83.8] tumartho hi bha¯vah. / kr.ttva¯t kartari siddhe sektva¯prabhr.tı¯na¯m. tumartha iti vacana¯t kar-
tur apakars.ah. / na ca¯nyas tumuno ’rtho nirdis.t.a ity anirdis.t.a¯rtha¯h. pratyaya¯h. sva¯rthe bhavantı¯ti svasya¯h.
prakr.ter artho bha¯vah. siddhah. /
実に接辞 tum(un)の意味は bha¯va（〈行為〉）である。kr.t接辞であるが故に、［A 3.4.67 kartari kr.t





[VP 3.7.83.9] evam. ktva¯nte paktva¯ ity asmin bha¯vava¯cini pacikriya¯vis.ayaudanasya karmas´aktir anukta¯ /
このように、接辞 ktva¯で終わる paktva¯というこの語が bha¯va（〈行為〉）を表示するとき、［接辞
ktva¯によって］料理〈行為〉を対象とする米粥の〈目的〉能力は表示されない。
[VP 3.7.83.10] bhujikriya¯vis.aya¯ya¯m. karmas´aktau lena¯bhihita¯ya¯m. tathaiva taddharmah. tasya pradha¯-






59Iyer: pradha¯nasyaiva. ヘーラーラージャの taddharman. oh. (VP 3.3.6a)の解釈（Praka¯s´a on VP 3.3.6: tasya











[VP 3.7.83.11] paktvaudanam. bhun˙kte ity atra pacikriya¯peks.a¯d eva devadatta¯t kartus tr.tı¯ya¯py asma¯n
nya¯ya¯n na bhavati /
paktvaudanam. bhun˙kte [devadattah. ]（「［デーヴァダッタは］米粥を煮てから食べる」）というこ
の文においては、まさに料理〈行為〉を期待する〈行為主体〉を表示する devadattaの後に、第三
格接辞もまたこの道理から起こらない 61。
[VP 3.7.83.12] pakvaudanam. [paktvaudanam. ] gamyate gra¯ma ity atra tu gamipratyayenaudanagata¯ kar-
mas´aktir na¯bhihiteti bhavati dvitı¯ya¯ /
一方、paktvaudanam. gamyate gra¯mah.というこの文においては、動詞語根 gamに後続する接辞に
よって、米粥にある〈目的〉能力は表示されないから、［odanaの後に］第二格接辞が起こる。
[VP 3.7.83.13] yady api ca sa¯dhanaika¯rthasamaveta¯ya¯m. san˙khya¯ya¯m. bhujyata iti vibhaktir utpadyate
tatha¯pi pacivis.ayakarmopa¯dhisan˙khya¯nabhidha¯na¯d bhaved dvitı¯yeti nya¯yo ’yam udghos.yate / ekatva¯dis.v








[VP 3.7.84.0] uda¯haran. a¯ntaram a¯ha /
別の例を述べる。
VP 3.7.84: is.es´ ca gamisam. spars´a¯d gra¯me yo lo vidhı¯yate /
tatres.in. aiva nirbhogah. kriyate gamikarman. ah. //
「さらに、［is. yate gra¯mo gantum（「村が行こうと欲される」）においては、］欲求〈行為〉は、
進行〈行為〉との関係を通じて村を対象とするから、［欲求〈行為〉を表示する動詞語根 is. の
60VP 3.7.83.10において、taddharmah. tasya pradha¯nasyeva dharmah. pratya¯yitatvalaks. an. o yasya taddharmah.
と述べられている。この注釈から明らかになることは以下のとおりである。(1)複合語 taddharmaは tadと






62数接辞選択規則 A 1.4.21 bahus.u bahuvacanam、A 1.4.22 dvyekayor dvivacanaikavacaneは定動詞接辞（A





[VP 3.7.84.1] is.yate gra¯mo gantum ity uda¯haran. am / atres.er ubhe karman. ı¯, gamer gra¯ma eveti gra¯masyes.i-
vis.aya¯ya¯m. karmas´akta¯v abhihita¯ya¯m. gamivis. aya¯pi64 tadvat praka¯s´ate /





[VP 3.7.84.2] tatra gamana¯rtham es.an. am / tatha¯ ca kriya¯ya¯m. kriya¯rtha¯ya¯m upapade tumunn iti phal-
abhu¯ta¯tra gamikriya¯pradha¯nam. nes.ir iti s´an˙ka¯ya¯m uda¯haran. a¯ntaram idam /
その文においては、欲求行為は進行行為を目的としている。そしてそのような場合、［A 3.3.10
により］〈行為 1〉を目的とする〈行為 2〉を表示する項目が共起項目であるとき、［〈行為 1〉を表
示する動詞語根の後に］接辞 tumunが起こるから、この場合、主要素は、結果である進行〈行為〉
であり、欲求〈行為〉ではない 65。このような懸念があるから、この別の例が述べられている。
[VP 3.7.84.3] a¯khya¯tapadava¯cye hy arthe nirvartyatva¯t pradha¯nata¯ vartate / paktva¯ bhujyata ity atra tv





[VP 3.7.84.4] gamisam. spars´a¯d iti / is.er dravya¯ntarasam. bandhah. kriya¯ntaramukhenaiva sarvada¯ bhavati /






[VP 3.7.84.5] nirbhogah. carvan. am / a¯khya¯nam iti ya¯vat /
「享受」（nirbhoga）とは味わうこと（carvan. a）であり、要するに伝達（a¯khya¯na）である。
63Iyer 1971:189: “(In the sentence is. yate gra¯mo gantum = the village is desired to be reached), because of the
connection of the verb is. yate with gantum, the verbal suffix which is prescribed to express the power of the village
to be the object of is. also expresses its power to be the object of gam."






[VP 3.7.84.6] is.in. aiva iti / is.ipratyayena laka¯ren. a karman. i vihitena / tantren. a hi s´aktidvayam apy abhi-
dadha¯ti pratyaya iti va¯kyapadı¯ye nirn. ı¯tam //84//
is. in. aiva（「同じ動詞語根 is.」）：動詞語根 is. に後続する接辞である、〈目的〉表示のために導入さ
れる l接辞によって、ということである 68。
実に、［これによって動詞語根 is. に後続する］接辞は、同時に（tantren. a）、［村に存する〈目的〉
能力と進行〈行為〉に存する〈目的〉能力という］二つの能力のいずれをも表示するということ
が Va¯kyapadı¯yaにおいて確定される。
[VP 3.7.85.0] mata¯ntaren. a¯py atropapattim a¯ha /
別の見解によっても、これに関する合理化を述べる。
VP 3.7.85: paktva¯ bhujyata ity atra kes.a¯m. cin na vyapeks.ate /
odanam. pacatih. so ’sa¯v anuma¯na¯t pratı¯yate //
「ある者達の見解では、paktva¯ [odanah. ] bhujyate（「［米粥が］煮られてから食べられる」）と
いうこの文においては、料理〈行為〉は米粥を期待しない。その［飲食〈行為〉の〈目的〉で
ある米粥］が推理からこれとして［すなわち、料理〈行為〉の〈目的〉として］理解される」69
[VP 3.7.85.1] kes.a¯m. cin mate ’tra va¯kye pacikriyaudanam. na¯peks.ate / prathama¯ntasyaudanasya pak-
tveti sam. bandha¯bha¯va¯t / bhujyate ity anenaiva sam. bandho bhavaty odanasyety ekaiva karmas´aktih. , sa¯








[VP 3.7.85.2] yadi tarhi pacinaudanasya¯sam. bandhah. paktva¯nyat kim. cid odano bhujyata ity arthah. sya¯t /







として［すなわち、料理〈行為〉の〈目的〉として］理解される」（so ’sa¯v anuma¯na¯t pratı¯yate）と
［バルトリハリは］述べる。
68ヘーラーラージャの is. in. aivaのこの解釈は、彼が当該詩節 d句を tenes. in. aiva nirbhogah.と読んでいるこ
とを示唆する。
69Iyer 1971:199: “In the sentence ‘(sic) after cooking, it (the rice) is eaten (paktvaudano bhujyate), according
to some, the root ‘to cook’ does not require rice as its object. That (rice is the object) is understood by inference."
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[VP 3.7.85.4] sa¯ks.a¯tpacisamanvaya¯yogyo ’py odanah. sa¯marthya¯t pacer apeks.an. ı¯yatvena pratı¯yate /
米粥は直接的には料理〈行為〉と結合し得ないとしても、言明効力（sa¯marthya）から、料理〈行
為〉によって期待されるべきものとして理解される。





[VP 3.7.85.6] etac ca saty eva gun. apradha¯nabha¯ve na¯nyatheti pu¯rvokta eva nya¯yo ’tra¯s´rayan. ı¯yah. , iti





[VP 3.7.85.6] bhujih. pa¯kam apeks.ata iti sannihitenaiva¯ka¯n˙ks.a¯ pu¯rayitavya¯ pa¯kasya bhujyapeks.aya¯ pu¯rva-





[VP 3.7.86.0] na kevalam. karma¯khyaka¯rakavis.ayo ’yam. nya¯yah. , ya¯vat ka¯raka¯ntare ’pı¯ti vya¯ptyartham




VP 3.7.86: tatha¯bhinivis´au70 karma yat tin˙ante ’bhidhı¯yate /





71Iyer 1971:200: “(In the sentence: ‘(sic) after eating, the city is entered = bhuktva¯ nagaro ’bhinivis´yate) that
which is the object of the verb abhinivis´ and is expressed by the verbal suffix is the substratum of the action denoted
by the word ending in ktva¯ and yet the use of the locative case-ending to express it is not wanted."
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[VP 3.7.86.1] bhuktva¯ nagaro ’bhinivis´yate ity atra¯bhinivis´as´ ceti nagarasya¯bhinivis´er a¯dha¯rasya karma-
sam. jña¯ya¯m. tin˙ante ’bhinivis´yata ity atra pradha¯nabhu¯te vis.aye ’bhihita¯ karmas´aktih. /










[VP 3.7.86.3] saptamya¯ hy atra pradha¯nakriya¯vis.aya¯ karmas´aktir na pratı¯yeteti pradha¯noparodho gun. ena
kr.tah. sya¯t /




[VP 3.7.86.4] na cais.a nya¯yyah. / pradha¯na¯nuya¯yitva¯d gun. a¯na¯m. pradha¯navirodhini svaka¯rye uda¯sata eva /
しかし、このことは理に合わない。従属要素は主要素に従うものであるから、それら［従属要
素］は主要素と矛盾する自己の文法操作に関してまさに無関心である。
[VP 3.7.86.5] pra¯dha¯nyam. ca sarvatra tin˙anta¯rthasya s´a¯bdavyavaha¯ravis´ra¯ntistha¯nasya va¯kya¯rthabhu¯tasya /
そして、主要性は、いかなる場合も、言葉に基づく活動の休らう場である、文意（va¯kya¯rtha）で
ある、定動詞接辞で終わる項目の意味（tin˙anta¯rtha）にある。





72A 1.4.47は upasarga複合体 abhi-niに先行された vis´（「入る」）が表示する〈行為〉の基体（a¯dha¯ra）で
ある ka¯rakaは〈目的〉と呼ばれることを規定する。本論 5.6を見よ。
73この場合の第七格接辞導入は A 2.3.26 saptamy adhikaran. e ca（「〈基体〉が表示されるべきとき、もしそ
の〈基体〉が他の項目によって表示されていないならば、第七格接辞が起こる」）による。
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A Study of the Sa¯dhanasamuddes´a of the Va¯kyapadı¯ya: VP 3.7.81–86
Hideyo Ogawa
In VP 3.7.81–86 Bhartr.hari deals with the following sentences:
[1] paktvaudano bhujyate devadattena
‘After cooking, Devadatta eats rice gruel’ (lit. ‘After being cooked, rice gruel is eaten by Deva-
datta’).
[2] is. yate gra¯mo gantum. devadattena
‘The village is wished to be reached by Devadatta’.
[3] bhuktva¯ nagaro ’bhinivis´yate devadattena
‘After eating, Devadatta enters the city’ (lit. ‘After eating, the city is entered by Devadatta’).
In [1] and [3] the absolutives paktva¯ ‘having cooked’ and bhuktva¯ ‘having eaten’, which end in the kr.t
affix ktva¯ (A 3.4.21 sama¯nakartr. kayoh. pu¯rvaka¯le), are respectively used; in [2] the infinitive gantum
‘to reach’, which ends in the kr.t affix tumun (A 3.3.158 sama¯nakartr. kes. u tumun), is used. The finite
verbs (a¯khya¯ta) bhujyate ([1] bhuj ‘to eat’), is. yate ([2] is. ‘to wish’), and abhinivis´yate ([3] abhi-ni-vis´
‘to enter’) are passive.
In the given sentences the act denoted by the verb to which the kr.t affix is added and the act denoted
by the verb which is followed by the verb ending have the same agent Devadatta (sama¯nakartr. ka). In [1]
the rice gruel denoted by the nominal odana- serves as object (karman) with respect to the act denoted
by the verb pac ‘to cook’ as well as that by the verb bhuj and in [2] the village denoted by the nominal
gra¯ma- serves as object with respect to the act denoted by the verb gam ‘to reach’ as well as that by the
verb is. . In [3] the city denoted by the nominal nagara- serves as locus (a¯dha¯ra) with respect to the act
of entering and is assigned the class name karman on condition that this act is denoted by the verb vis´
preceded by the complex of preverbs abhi-ni (A 1.4.47 abhinivis´as´ ca). This city have the status of being
a locus (adhikaran. a) with respect to the act denoted by the verb bhuj.
A question arises: How can one avoid the occurrence of the second triplet ending am after odana- in [1]
and gra¯ma- in [2] and that of the seventh triplet ending n˙i after nagara- in [3]? A 2.3.2 karman. i dvitı¯ya¯
and A 2.3.36 saptamy adhikaran. e ca occur in the section headed by A 2.3.1 anabhihite. The second and
seventh triplets of nominal endings are respectively introduced on condition that an object or locus is to
be denoted if the object or locus is not otherwise denoted (anabhihite). If the object or locus is otherwise
denoted, the first triplet ending su occurs after a nominal to express a base meaning (pra¯tipadika¯rtha)
by A 2.3.46 pra¯tipadika¯rthalin˙gaparima¯n. avacanama¯tre prathama¯. In Pa¯n. ini’s derivational system, the
denotation of a ka¯raka by a nominal ending is subordinated to its expression by a verbal ending and a kr.t
affix. It is to be noted in this connection that, according to Patañjali, affixes like the kr.t affixes in question,
called avyayakr. t (A 1.1.39 kr. n mejantah. and A 1.1.40 ktva¯tosunkasunah. ), denote an act denoted by a
verb (bha¯va), and not a ka¯raka.
In VP 3.7.81–86 Bhartr.hari bases himself on the arguments Patañjali brings forward in MBh on A
3.4.26. According to Bhartr.hari, the principal (pradha¯na) meaning of a sentence is an act (kriya¯) denoted
by a finite verb and an act denoted by a verb to which an avyayakr.t is introduced is a subsidiary (gun. a)
to the former. In [1]–[3], principal acts are respectively the acts of eating, of wishing, and of entering
and subsidiary acts are respectively the acts of cooking, of going, and of eating. In his view, in addition,
a ka¯raka is a power (s´akti) of functioning as what brings an act to accomplishment and also the locus of
such a power (dravya). In [1] the rice gruel has two different powers: the power of functioning as object
with respect to the act of eating and that of functioning as object with respect to the act of cooking; in
the same vein, in [2] the village has the power of functioning as object with respect to the act of wishing
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and that of functioning as object with respect to the act of reaching; in [3] the city has the power of
functioning as object with respect to the act of entering and that of functioning as locus with respect to
the act of eating.
Bhartr.hari argues that when the power of functioning as object with respect to the principal act, de-
noted by the finite verb, has been denoted by the verbal ending, the power of functioning as object with
respect to the subsidiary act, denoted by the verb after which the avyayakr.t occurs, appears as if denoted
(abhihitavat) and that the power of functioning as locus with respect to the subsidiary act does not cause
a grammatical operation to introduce the seventh triplet ending, which contradicts a grammatical opera-
tion to introduce the first triplet ending caused by the power of functioning as object with respect to the
principal act. It is to be noted that in [3], where there is no item capable of denoting a locus other than
the seventh triplet ending, the undesired consequence would result that the seventh triplet ending occurs
after the nominal nagara- to express the city as locus with respect to the subsidiary act.
Thus we see that Bhartr.hari accounts for the derivation of the sentences in question, on the theory that
in a sentence meaning, which is a qualifier-qualificand relation (vis´es. an. avis´es. yabha¯va), an act denoted
by a finite verb forms a chief qualificand; that a single substance has different ka¯raka powers; and that
a subsidiary power, which is related to a subsidiary act, is subordinated to a principal power, which is
related to a principal act. Clearly, this concept of subordination introduced by Bhartr.hari presupposes his
theory of a sentence meaning that holds within the framework of Pa¯n. ini’s derivational system.
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